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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

 当第１四半期連結累計期間の連結売上高は、主に原油価格の下落の影響を受け製品価格が低下したこと、並び

に販売数量が減少したことにより、前年同期比で29.2％（1,941億円）減少して4,698億円となりました。

 連結営業損益は、在庫評価損の縮小及び良好な石油化学製品マージンの影響が、石油製品マージンの下落など

の減益要因の影響を上回りましたが、66億円の損失（前年同期は142億円の損失）となりました。

 連結経常損益は持分法適用会社からの投資損失、為替差損、及び支払利息等の営業外損益をあわせて82億円の

損失（前年同期は149億円の損失）となりました。

 親会社株主に帰属する四半期純損益は、特別損益及び法人税の調整等を加えた結果、49億円の損失（前年同期

は259億円の損失）となりました。なお、法人税等には、注記事項の（追加情報）に記載の法定実効税率の変更

等による法人税等調整額の影響を含んでいます。

 営業損益から、のれんの償却費を除いた各セグメントの損益は以下のとおりです。

 

① 石油事業 

当第１四半期連結累計期間の石油事業のセグメント利益は105億円の損失（前年同期は110億円の損失）とな

りました。在庫評価損270億円（前年同期は418億円の損失）の影響を除いたセグメント利益は、石油製品マ－

ジン環境を反映して165億円（前年同期は308億円）となりました。

 

石油事業セグメント損益 前年同四半期比較   （単位：億円） 
 

項  目 

平成27年 

第１四半期 

累計期間 

平成28年 

第１四半期 

累計期間 

増減額 

セグメント利益（△損失） △110 △105 5

在庫評価益（△損失） △418 △270 148

在庫評価益を除くセグメント利益（△損失） 308 165 △142

 

② 石油化学事業

当第１四半期連結累計期間の石油化学事業のセグメント利益は82億円（前年同期は11億円）となりました。

在庫評価損13億円（前年同期は32億円の損失）の影響を除いたセグメント利益は、主にオレフィン類の良好な

マージンに加え、芳香族類のマージン改善を反映して95億円（前年同期は43億円）となりました。

 

石油化学事業セグメント損益 前年同四半期比較   （単位：億円） 
 

項  目 

平成27年 

第１四半期 

累計期間 

平成28年 

第１四半期 

累計期間 

増減額 

セグメント利益（△損失） 11 82 71

在庫評価益（△損失） △32 △13 19

在庫評価益を除くセグメント利益（△損失） 43 95 52

 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、主に受取手形及び売掛金、並びに現金及び預金の減少等により、前

連結会計年度末比で682億円減少し、1兆1,412億円となりました。 

負債は、支払手形及び買掛金が増加した一方、揮発油税等未払税金などが減少したこと等により、前連結会計

年度末比で551億円減少し、9,201億円となりました。純資産は、主に配当や親会社株主に帰属する四半期純損失

により、利益剰余金が減少した結果、前連結会計年度末比で131億円減少し、2,210億円となりました。 

なお、取締役会決議に基づき、平成28年２月29日付で自己株式199,182,000株の消却を実施し、利益剰余金、

自己株式ともに、それぞれ1,410億円減少しています。 
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②キャッシュ・フロ－の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比で240億円減少し、762億円となり

ました。各キャッシュ・フローの状況及び主要な増減要因は次のとおりです。

 営業活動によるキャッシュ・フローは、163億円の純支出（前年同期は130億円の純支出）となりました。これ

は主に、３ヵ月間に４ヵ月分の揮発油税等の支払いが行われたことを主たる要因とした未払金の減少などによる

資金減少が、売上債権の減少などによる資金増加を上回ったことによるものです。

 投資活動によるキャッシュ・フローは、53億円の純支出（前年同期は57億円の純支出）となりました。これは

主に、有形固定資産の取得によるものです。

 財務活動によるキャッシュ・フローは、18億円の純支出（前年同期は110億円の純収入）となりました。これ

は主に、配当金の支払いなどによる資金減少によるものです。

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報

連結業績予想につきましては、平成28年２月12日の「平成27年12月期 決算短信」で公表いたしました第２

四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年

度の費用として計上する方法に変更しています。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業

結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結

会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しています。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第

１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っ

ています。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しています。 

この変更による四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

 

（３）発行済株式数

平成28年２月12日開催の取締役会決議により、平成28年２月29日付で自己株式199,182,000株の消却を行いま

した。これにより、当第１四半期連結会計期間末の発行済株式総数は366,000,000株となりました。 

 

（４）事業等のリスク

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前連結会計年度の決算短信に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

（５）会社の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び子会社８社）が対処すべき課題について重要な

変更はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 100,161 76,150 

受取手形及び売掛金 172,650 141,042 

商品及び製品 64,274 54,948 

半製品 35,332 31,911 

原材料 83,692 88,128 

貯蔵品 10,003 9,509 

未収還付法人税等 4,100 8,452 

繰延税金資産 1,733 2,612 

その他 24,682 18,535 

貸倒引当金 △282 △282 

流動資産合計 496,348 431,008 

固定資産    

有形固定資産    

機械装置及び運搬具（純額） 36,247 35,527 

土地 174,562 174,417 

その他（純額） 96,918 99,106 

有形固定資産合計 307,728 309,051 

無形固定資産    

のれん 288,865 284,502 

その他 21,503 21,225 

無形固定資産合計 310,368 305,727 

投資その他の資産    

投資有価証券 33,922 31,528 

繰延税金資産 45,391 47,554 

その他 15,677 16,362 

貸倒引当金 △74 △74 

投資その他の資産合計 94,918 95,371 

固定資産合計 713,015 710,150 

資産合計 1,209,364 1,141,158 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 129,769 153,788 

揮発油税等未払税金 244,907 178,659 

短期借入金 118,180 119,043 

未払法人税等 1,761 1,128 

引当金 1,743 4,470 

その他 100,287 79,813 

流動負債合計 596,649 536,903 

固定負債    

社債 85,000 85,000 

長期借入金 131,027 135,824 

繰延税金負債 319 240 

退職給付に係る負債 132,993 132,259 

修繕引当金 23,634 24,199 

その他 5,633 5,705 

固定負債合計 378,609 383,229 

負債合計 975,258 920,133 

純資産の部    

株主資本    

資本金 35,123 35,123 

資本剰余金 48,473 48,193 

利益剰余金 309,049 156,183 

自己株式 △142,278 △1,243 

株主資本合計 250,367 238,256 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,054 621 

土地再評価差額金 △32 △32 

退職給付に係る調整累計額 △18,412 △18,121 

その他の包括利益累計額合計 △17,390 △17,532 

新株予約権 170 170 

非支配株主持分 959 131 

純資産合計 234,106 221,025 

負債純資産合計 1,209,364 1,141,158 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 663,838 469,776 

売上原価 652,955 451,234 

売上総利益 10,883 18,541 

販売費及び一般管理費 25,099 25,146 

営業損失（△） △14,215 △6,604 

営業外収益    

受取利息 16 66 

持分法による投資利益 310 － 

受取補償金 52 48 

その他 285 97 

営業外収益合計 664 212 

営業外費用    

支払利息 567 572 

為替差損 649 516 

持分法による投資損失 － 607 

その他 132 91 

営業外費用合計 1,349 1,788 

経常損失（△） △14,900 △8,179 

特別利益    

固定資産売却益 94 1,186 

収用補償金 － 179 

特別利益合計 94 1,365 

特別損失    

固定資産除売却損 389 119 

減損損失 15 75 

特別損失合計 405 194 

税金等調整前四半期純損失（△） △15,211 △7,008 

法人税等 10,758 △2,523 

四半期純損失（△） △25,970 △4,485 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△84 427 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △25,885 △4,912 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

四半期純損失（△） △25,970 △4,485 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 206 △440 

退職給付に係る調整額 △168 291 

その他の包括利益合計 37 △148 

四半期包括利益 △25,933 △4,633 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △25,848 △5,054 

非支配株主に係る四半期包括利益 △84 420 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △15,211 △7,008 

減価償却費 5,369 5,554 

のれん償却額 4,362 4,362 

持分法による投資損益（△は益） △310 607 

減損損失 15 75 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,347 △734 

修繕引当金の増減額（△は減少） 1,331 565 

受取利息及び受取配当金 △16 △66 

支払利息 567 572 

為替差損益（△は益） 12 556 

固定資産除売却損益（△は益） 295 △1,066 

収用補償金 － △179 

売上債権の増減額（△は増加） 47,296 31,608 

たな卸資産の増減額（△は増加） 56,930 8,804 

仕入債務の増減額（△は減少） 14,729 24,019 

未収入金の増減額（△は増加） 346 4,862 

未払金の増減額（△は減少） △102,242 △79,511 

その他 △1,536 △4,171 

小計 10,593 △11,150 

利息及び配当金の受取額 853 858 

利息の支払額 △716 △678 

法人税等の還付額 - 340 

法人税等の支払額 △23,683 △5,693 

営業活動によるキャッシュ・フロー △12,953 △16,322 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △6,336 △6,287 

有形固定資産の売却による収入 309 1,302 

無形固定資産の取得による支出 △292 △588 

収用補償金の受取額 - 179 

その他 621 62 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,697 △5,331 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 33,627 870 

長期借入金の返済による支出 △1,209 △208 

長期借入れによる収入 － 5,000 

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） △15,000 - 

配当金の支払額 △6,346 △6,425 

非支配株主への払戻による支出 － △1,032 

その他 △22 △3 

財務活動によるキャッシュ・フロー 11,049 △1,800 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 △556 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,613 △24,011 

現金及び現金同等物の期首残高 35,048 100,161 

現金及び現金同等物の四半期末残高 27,435 76,150 
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（４）追加情報

（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法

律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度

から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算

に使用する法定実効税率は、従前の32.3％から平成29年１月１日に開始する連結会計年度及び平成30年１月１

日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.9％に、平成31年１月１日に開始する

連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.6％となります。

この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が1,728百万円、資本剰

余金が54百万円減少し、法人税等調整額が1,259百万円、非支配株主に帰属する四半期純利益が2百万円、その

他有価証券評価差額金が28百万円、退職給付に係る調整累計額が441百万円、非支配株主持分が1百万円それぞ

れ増加しています。

また、欠損金の繰越控除制度が平成29年１月１日に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の

100分の60相当額に、平成30年１月１日に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の55相当

額に、平成31年１月１日に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の50相当額に控除限度

額が改正されたことに伴い、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が479百万円、資本

剰余金が17百万円それぞれ減少し、法人税等調整額が461百万円増加しています。 

 

 

（５）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

当社は、平成28年２月12日開催の取締役会決議により、平成28年２月29日付で自己株式199,182,000株の消却

を行いました。これにより、当第１四半期連結累計期間において、資本剰余金が6百万円及び利益剰余金が

141,032百万円、並びに自己株式が141,038百万円それぞれ減少しています。
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（７）セグメント情報等

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  石油事業 石油化学事業 合計 
調整額 

（注１、２） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高          

外部顧客への売上高 597,597 66,241 663,838 － 663,838 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
473,272 12,960 486,233 △486,233 － 

計 1,070,870 79,201 1,150,072 △486,233 663,838 

セグメント利益又は損失（△） △10,985 1,132 △9,853 △4,362 △14,215 

（注）１ 調整額△486,233百万円は、セグメント間取引によるものです。

２ のれんの償却額△4,362百万円は、各報告セグメントに配分していないため調整額の欄に記載して

います。

３ セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っていま

す。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  石油事業 石油化学事業 合計 
調整額 

（注１、２） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高          

外部顧客への売上高 412,801 56,974 469,776 － 469,776 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
313,080 8,791 321,871 △321,871 － 

計 725,881 65,766 791,647 △321,871 469,776 

セグメント利益又は損失（△） △10,468 8,227 △2,241 △4,362 △6,604 

（注）１ 調整額△321,871百万円は、セグメント間取引によるものです。

２ のれんの償却額△4,362百万円は、各報告セグメントに配分していないため調整額の欄に記載して

います。

３ セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っていま

す。

 

 

（８）重要な後発事象

該当事項はありません。 
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